
⑴  2018年（平成30年）１月５日　上旬号　（毎月５の日発行） 旬　　刊　備 　 北 　 新 　 聞  昭和33年10月10日第三種郵便物認可　　（１カ月 600 円）  第2, 010号

 発　行　所
備 北 新 聞 社
岡山県新見市正田２０５
郵便番号 718－0013

電話・ＦＡＸ（0867）72－0580
代 表 者    電話 96－2119
振替口座 01220＝7＝1729

LPガス

石 油

セメント

田
中
実
業
株
式
会
社

総社市総社一丁目10番24号
☎   （0866）92－0055
FAX（0866）93－7958 柳本印刷㈱

企画から
製作まで

愛車の点検整備で交通安全を愛車の点検整備で交通安全を
新年あけましておめでとうございます

（50 音順）

㈲ 黒 田 車 輌

㈱自光モータース

杉岡建設自動車整備工場

㈱杉本モータース

大 成 石 油 ㈱

㈲中村モータース

㈱ 新 見 コ ル ト

㈲ 草 間 自 動 車

井倉オートサービス工場

オ オ エ ダ 整 備
新 見
店㈱岡山マツダ自動車

阿新農協自動車整備工場新

見

カ ー ピ ッ ト 山 形

カ プ ラ ス ㈱

㈲亀井モータース ㈲新見スズキ自動車

㈱ 北 陽 商 会

森 六 自 動 車 ㈱

㈱  𠮷  平  自  工

㈲イヤマ車輌センター

北備自動車修理工場㈲

㈲ 大 森 車 輌

大 佐 整 備 ㈲大

佐

㈲ 一 晃哲

西

㈲ 渋 川 自 動 車

岡 崎 モ ー タ ー ス

㈲哲西スズキ渡辺モータース

（一社）岡山県自動車整備振興会
新見支部会員工場

お車の点検整備は会員工場で

宮 崎 モ ー タ ー ス

㈲ オ ー ト エ ム哲

多

㈲オート来夢ヨシオ

清 水 商 会 ㈲

㈲ ナ ガ エ オ ー ト

㈲光タクシー整備工場

南 モ ー タ ー ス

　

昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）
10
月
25
日
、伯
備
線
の
全
通
に
伴
い
「
新
見
駅
」

が
開
設
さ
れ
、
今
年
で
90
年
に
な
る
。
同
11
年
ま
で
に
姫
新
線
は
姫
路
へ
、

芸
備
線
は
広
島
へ
と
線
路
を
延
ば
し
、
新
見
は
東
西
、
南
北
の
鉄
路
が
結

節
す
る
ま
ち
、
鉄
道
の
ま
ち
と
し
て
栄
え
て
き
た
。
そ
の
後
、
Ｓ
Ｌ
の
廃

止
と
伯
備
線
電
化
、
民
営
化
、
無
人
駅
化
や
ワ
ン
マ
ン
列
車
運
行
な
ど
歴

史
を
刻
ん
で
き
た
。
中
国
山
地
を
越
え
、
山
並
み
に
沿
っ
て
走
る
こ
の
地

の
鉄
路
は
、
人
口
減
と
車
の
増
加
と
い
う
大
波
の
中
で
、
ま
ち
の
立
地
特

性
を
揺
ら
し
な
が
ら
喘
い
で
い
る
。
歴
史
と
今
を
重
ね
な
が
ら
、
新
し
い

時
代
の
「
鉄
道
の
ま
ち
」
を
夢
想
し
て
み
た
い
。

　

守
護
、
魔

除
け
の
狛
犬

の
前
を
通
り

抜
け
、
新
年

を
迎
え
た
。

「
戌
」
は
作

物
を
刈
り
ま

と
め
て
締
め

く
く
る
こ
と

と
あ
る
▼
一
方
で
草
木
が

枯
れ
る
状
態
を
表
わ
し
、

滅
び
を
意
味
す
る
と
の
見

方
を
聞
く
。
狂
犬
と
は
見

境
な
く
周
囲
に
当
た
り
散

ら
す
人
を
例
え
る
。
闘
犬

の
ご
と
き
は
ご
免
被
り
た

い
。
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

は
「
西
郷
ど
ん
」。
い
つ

も
連
れ
て
い
た
薩
摩
犬
は

猟
犬
と
し
て
活
躍
し
た
▼

中
山
間
地
域
は
有
害
鳥
獣

被
害
に
苦
し
ん
で
お
り
、

狩
猟
犬
へ
の
期
待
が
増

す
。
歴
史
を
手
繰
る
と
大

政
奉
還
１
５
０
周
年
に
当

た
る
。
鎌
倉
か
ら
続
い
た

武
士
の
時
代
が
終
え
ん

し
、
政
治
的
、
経
済
的
、

社
会
的
大
変
革
の
明
治
維

新
が
始
ま
っ
た
▼
今
を
重

ね
る
。
人
口
減
を
背
景
に

「
働
き
方
改
革
」を
叫
び
、

一
億
総
活
躍
社
会
を
目
指

す
。
イ
ヌ
は
安
産
の
お
守

り
。
出
生
率
向
上
の
願
い

を
か
け
た
い
。
リ
カ
レ
ン

ト
、学
び
直
し
大
歓
迎
だ
。

「
ワ
ー
ク　

ラ
イ
ク　

ア

　

ド
ッ
グ
」
は
あ
く
せ
く

働
く
こ
と
を
い
う
▼
２
０

１
３
年
、
国
連
は
日
本
の

長
時
間
労
働
に
是
正
を
勧

告
し
て
い
る
。
再
び
地
球

儀
を
回
す
。
気
象
庁
は
６

年
ぶ
り
の
「
ラ
ニ
ー
ニ
ャ

現
象
」発
生
を
発
表
し
た
。

「
ド
ッ
グ　

デ
イ
ズ
」
は

真
夏
日
の
こ
と
。
異
常
な

猛
暑
は
願
い
下
げ
だ
▼
情

報
通
信
技
術
の
革
新
ス
ピ

ー
ド
は
「
ド
ッ
グ　

イ
ヤ

ー
」
の
早
さ
。
あ
ら
ゆ
る

モ
ノ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
つ
な
が
る
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
」

が
身
近
に
な
る
。
仮
想
現

実
も
広
が
る
。
だ
か
ら
こ

そ
体
験
知
の
意
味
を
考
え

た
い
。
今
年
も
タ
イ
ム
ご

愛
読
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　

鉄
道
を
愛
好
し
趣
味
と
す
る
人
を
「
鉄
ち
ゃ

ん
」と
呼
ぶ
。
そ
の
楽
し
み
方
で「
撮
り
鉄
」「
乗
り
鉄
」「
収
集
鉄
」

「
模
型
鉄
」
な
ど
分
け
る
。
乗
用
の
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
・
電
車
を
楽
し
め

る
場
所
は
全
国
１
１
２
か
所
、
県
内
に
は
２
か
所
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
谷
の
足
立
巧
さ
ん
（
68
）
宅
の
一
室

に
は
、
ビ
ル
街
や
住
宅
地
、
駅
な
ど
ジ
オ
ラ
マ
ラ
ン
ド
が
広
が
る
。

１
周
26
㍍
、
４
車
線
の
レ
ー
ル
を
敷
き
、
列
車
が
走
る
。
幅
９
㍉

の
Ｎ
ケ
ー
ジ
。
５
年
前
の
退
職
を
機
に
中
断
し
て
い
た
趣
味
を
再

開
。
市
内
外
で
鉄
道
模
型
運
転
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
、「
子
た
ち
の

喜
ぶ
顔
、
来
場
の
人
と
の
会
話
が
何
よ
り
」
と
目
を
細
め
る
。

　　　　　　　　　　池田一二三新見
市長は昨年８月、ＪＲ西日本岡山支社
を訪ね、新見駅のバリアフリー化を含
めた駅舎改修を要望した。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
10
年
、
新
見
駅
、

機
関
区
、
保
線
区
、
電
気
区
合
わ
せ
約
４
０
０
人

の
社
員
が
い
た
。
乗
降
客
も
多
く
に
ぎ
や
か
だ
っ

た
と
懐
か
し
む
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
岡
山

地
方
本
部
新
見
支
部
の
峪
田
政
雄
支
部
長
（
72
）

は
「
国
鉄
、
Ｊ
Ｒ
で
食
べ
て
き
た
者
同
士
、
Ｊ
Ｒ

を
応
援
協
力
し
た
い
」
と
話
し
、
に
い
み
雛
ま
つ

り
の
臨
時
列
車
の
乗
客
接
待
な
ど
の
計
画
を
練
る
。

新見駅全景

昭和３年、金谷で伯備線のレールが繋がる

（
左
右
２
枚
の
写
真
は

勝
田
尚
典
氏
提
供　

）

開業当時のままの岩山駅舎

一世を風靡した伯備線布原のＳＬ３重連

新見駅４番ホーム柱は古いレールを再利用している

自宅の一室に作ったジオラマランドと足立さん

新見列車区に電留中のラッピング列車 新見駅１，２番ホーム（姫新線と芸備線） 地下道への階段

新見駅地下道

新見列車区に電留中の車両

新見中央商店街でのミニＳＬの運行は子供たちに大人気

に
ぎ
や
か
だ
っ
た

昭和３年　伯備線全通により10月 25日新見駅開設。
備中川面―上石見間の列車運行は 11月 25日から始ま
る。新見機関庫開設。
昭和４年　姫新線（作備西線）岩山まで部分開業。翌
５年新見―津山間全通。
昭和５年　芸備線（三神線）段階的に新見―東城間開通。
昭和11年　新見―姫路間、新見―広島間それぞれ全
通。布原信号所開設。
昭和13年　新見機関区扇形機関車庫増築。
昭和33年　大阪―米子間の夜行急行「大山」を新設。
同35年　岡山―出雲市間にディーゼル準急「しんじ号」
運転開始。更に同37年 三原―出雲市を伯備線経由で
結ぶ準急「皆生号」運転開始。
昭和41年　倉敷市酒津から複線化工事始まる。
昭和46年　急行「おき」を特急に格上げ。同年 姫新線、
芸備線無煙化。
昭和47年　特急「やくも」運行。伯備線無煙化。
昭和 48年　新見機関区ＳＬ基地廃止。４月１日岡山
―新見間にＳＬさよなら列車運転。
昭和52年　伯備線電化起工式。同57年 電化開業。
昭和59年　方谷、井倉、石蟹、足立駅の荷物営業廃止。
昭和 62年　国鉄を分割民営化。布原信号所を布原駅
に昇格。
平成 10年　サンライズ出雲（出雲市―東京、特急型
寝台電車）デビュー。
平成13年　新見―米子間ワンマン運転開始。
平成20年　平成３年発足の備中鉄道部を廃止。
平成 28年　ＩＣカード「ＩＣＯＣＡ」が利用可能に
なる。

新見駅小史

鉄
道
フ
ァ
ン

ジ
オ
ラ
マ
ラ
ン
ド

３
つ
の
提
案

１．新見中央商店街地域を「ミニＳＬ」の走るまちにしよう。毎月定期的に全国のミニＳＬ蒐集愛好者にまち
のスペースを開放し、商店街地域でミニＳＬ乗車イベントを開催する。鉄ちゃんの企画で、鉄道関連の催
しを複合化させ、全国の鉄ちゃんが集い情報交換し楽しめるまちを目指そう。

２．90周年の新見駅を祝おう。新見と鉄道の歴史、新見の立地特性に思いめぐらせながら鉄道への関心を高め、
そこから明日の新見のまちづくりを考えよう。

３．姫新、芸備、伯備線の利用促進運動を強力に進めよう。自治体を越えての沿線連携を図り、姫新・芸備線
が姫路（京阪神）、広島にそれぞれ直結する路線であることを活かした企画と取り組みを立案実行しよう。

バリアフリーを

新春
企画

鉄ちゃんとともに創るまち
新見をミニＳＬのメッカに

新見駅の１日
平均乗車人数

1999年 1074人

2000年 1054人

2001年 1046人

2002年 1001人

2003年 1009人

2004年 971人

2005年 916人

2006年 856人

2007年 814人

2008年 789人

2009年 798人

2010年 929人

2011年 818人

2012年 936人

2013年 839人

2014年 815人

2015年 797人

2016年 764人

姫 新 線

岩山 3人

丹治部 17人

刑部 50人

芸 備 線

野馳 23人

矢神 13人

市岡 11人

坂根 1人

備中神代 15人

布原 1人

伯 備 線

木野山 48人

備中川面 59人

方谷 14人

井倉 45人

石蟹 110人

足立 7人

新郷 13人

姫新線・芸備線の
各駅１日平均乗車
人数は 2016年、伯
備線は 2015年統計

新見駅
開業90周年


